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新函館北斗駅開業と駅周辺整備
現状と課題
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長万部町長万部町長万部町長万部町

函館市函館市函館市函館市

● 町村合併 ： 平成18年2月1日

旧上磯・旧大野両町が合併し、

北海道３５番目の市として誕生

１．北斗市の概要

※※※※北海道新幹線「新函館北斗駅」が立地す北海道新幹線「新函館北斗駅」が立地す北海道新幹線「新函館北斗駅」が立地す北海道新幹線「新函館北斗駅」が立地す
る市である。（る市である。（る市である。（る市である。（3/26開業）開業）開業）開業）

● 面 積 ： 397.3 km2

● 人 口 ： 47,369人

(H28. 4. 1現在)
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２．北海道新幹線の概要（ルート公表は平成１０年）（ルート公表は平成１０年）（ルート公表は平成１０年）（ルート公表は平成１０年）

新函館北斗ー東京間
最短４時間０２分

新函館北斗ー新青森間
最短１時間０１分

青函青函青函青函

ﾄﾝﾈﾙﾄﾝﾈﾙﾄﾝﾈﾙﾄﾝﾈﾙ
54km 149

km
新函館北斗ー札幌間
２０３０年度末開通予定
約１時間０５分
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【【【【立地条件が類似する新幹線駅前の土地利用調査立地条件が類似する新幹線駅前の土地利用調査立地条件が類似する新幹線駅前の土地利用調査立地条件が類似する新幹線駅前の土地利用調査】】】】
・利用者（約・利用者（約・利用者（約・利用者（約9,0009,0009,0009,000人）かつ圏域人口（約人）かつ圏域人口（約人）かつ圏域人口（約人）かつ圏域人口（約37373737万人）万人）万人）万人）

…………八戸駅、古川駅、新下関駅など八戸駅、古川駅、新下関駅など八戸駅、古川駅、新下関駅など八戸駅、古川駅、新下関駅など
・圏域内中心都市からの距離（約・圏域内中心都市からの距離（約・圏域内中心都市からの距離（約・圏域内中心都市からの距離（約18km18km18km18km））））

…………新花巻駅、安中榛名駅、軽井沢駅など新花巻駅、安中榛名駅、軽井沢駅など新花巻駅、安中榛名駅、軽井沢駅など新花巻駅、安中榛名駅、軽井沢駅など

・０から開発した新幹線駅・０から開発した新幹線駅・０から開発した新幹線駅・０から開発した新幹線駅 …………くりこま高原駅、佐久平駅、新八代駅などくりこま高原駅、佐久平駅、新八代駅などくりこま高原駅、佐久平駅、新八代駅などくりこま高原駅、佐久平駅、新八代駅など

【【【【土地区画整理事業調査土地区画整理事業調査土地区画整理事業調査土地区画整理事業調査】】】】
・まちづくり基本調査（・まちづくり基本調査（・まちづくり基本調査（・まちづくり基本調査（AAAA調査）調査）調査）調査）…………平成平成平成平成14141414年度年度年度年度

・区画整理事業調査・区画整理事業調査・区画整理事業調査・区画整理事業調査 （（（（BBBB調査）調査）調査）調査）…………平成平成平成平成16161616、、、、17171717年度年度年度年度

・区画整理促進調査・区画整理促進調査・区画整理促進調査・区画整理促進調査 （（（（CCCC調査）調査）調査）調査）…………平成平成平成平成18181818年度年度年度年度

開業までに開発するエリアを検討。

３．駅前開発計画（平成１１年～平成２０年）（平成１１年～平成２０年）（平成１１年～平成２０年）（平成１１年～平成２０年）

１３．５ha
平成20年3月28日 都市計画決定
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４．土地区画整理事業の概要（現在）（現在）（現在）（現在）

１．事業費
・２８億 ４６９万円

２．減歩率
・４９．７５％ （公共減歩率 ３７．７５％、保留地減歩率 １２．００％）
３．権利者
・２８名
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５．先行買収（平成２２年～平成２３年）（平成２２年～平成２３年）（平成２２年～平成２３年）（平成２２年～平成２３年）

凡例凡例凡例凡例

市観光交流センター用地（駅舎合築）

駐車場用地

企業誘致用地

道路拡幅等用地

・買収した土地は、駐車場や企業誘致
の為の用地として換地。

・全買収費用≒４億３，８００万円
（土地区画整理事業外） 5



６．住宅街区造成（平成２２年～平成２３年）（平成２２年～平成２３年）（平成２２年～平成２３年）（平成２２年～平成２３年）

《現 在》
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７．新函館北斗駅前通の造成（平成２５年～平成２７年）（平成２５年～平成２７年）（平成２５年～平成２７年）（平成２５年～平成２７年）

《現 在》
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８．駅前広場・公園の造成（平成２６年～平成２７年）（平成２６年～平成２７年）（平成２６年～平成２７年）（平成２６年～平成２７年）

《現 在》
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【駐車場】

・立体駐車場・・・１F+2F+RF=584台

・観光バス駐車場・・・20台

・事業費・・・約13億円（社総金『関連事業』）

９．駐車場整備事業
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１階

【北斗市観光交流センター整備】

：事業費≒８億円（旧まちづくり交付金）

１０．観光交流センター整備事業

２階

新函館北斗駅

ＪＲ北海道が管理する駅舎ＪＲ北海道が管理する駅舎ＪＲ北海道が管理する駅舎ＪＲ北海道が管理する駅舎 北斗市が管理する北斗市観光交流センター北斗市が管理する北斗市観光交流センター北斗市が管理する北斗市観光交流センター北斗市が管理する北斗市観光交流センター
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1階

2階

吉田屋吉田屋吉田屋吉田屋
BentoBentoBentoBento CafeCafeCafeCafe

ほっとマルシェほっとマルシェほっとマルシェほっとマルシェ
おがーるおがーるおがーるおがーる

市民ギャラリー・市民ギャラリー・市民ギャラリー・市民ギャラリー・
イベントスペースイベントスペースイベントスペースイベントスペース

観光案内所観光案内所観光案内所観光案内所

【北斗市観光交流センター整備】

１０．観光交流センター整備事業
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１１．企業誘致進捗状況

【駅前ホテル建設】

・客室・・・6階建て 約100室

・１Ｆ 観光交流センター別館

12



来場者は・・・

１年目→３万人

２年目→１万６千人

３年目以降（Ｈ26以降）→１０万人！！！

【桜回廊整備】：事業費≒2億円（社総金『効果促進事業』）

１２．観光事業
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１３．新函館北斗駅開業後・・・

3/26～28の１日平均乗車数→９９００人！

新幹線利用者数は・・・

昨年の在来線実績の約２．５倍！
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１３．新函館北斗駅開業後・・・

３月２６日（土）【開業日】・・・４万人

３月２７日（日）【開業日翌日】・・・３万６０００人

3/26～31の６日間合計→１５万６０００人！！！
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１４．今後の取り組み

【ずーしーほっきー】

北斗市の“いいところ”をＰＲしていくた

めに、情報発信を研究の柱とする地元の大学

「公立はこだて未来大学」と協働で、公式キ

ャラクターを制作しました。

市民の皆さんをはじめ、新幹線が開業して

距離が近くなる全国の皆さんに、北斗市に関

心を持っていただき、たくさんの方に、ずー

しーほっきーを利用して北斗市の“いいとこ

ろ”をＰＲしていきたいと思っています。
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１５．今後の課題

課題１【企業誘致の促進】

現在、区画整理区域内の半分近く

は、空き地となっている。

今後、企業誘致に向けた助成制度の

延長や拡充を実施し、駅前への企業

進出を促進する。

課題２【駐車場の確保】

現在、無料開放している立体駐車

場は、常に7～8割が埋まっている。

土、日曜日は、イベントも開催して

いるため、満車となり、駐車場の確

保が必要となっている。

対策として、空き市有地を活用し、

臨時駐車場を設置している。

今後、別の常設駐車場を確保するか

どうか検討する必要がある。
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